
別紙７ 

 

令和６年度国際物流拠点産業集積地域内施設指定管理者制度運用委員会 

におけるモニタリングの検証結果について 

（令和 5 年度実績分） 

 

１．施設名：沖縄国際物流拠点産業集積地域うるま地区内賃貸工場及びうるま地区内企

業立地サポートセンター 

 

２．開催日時：令和６年８月２日（金）午後１時から午後３時まで 

 

３．開催方法：Ｗｅｂ会議アプリケーション「Ｚｏｏｍ」を使用したＷｅｂ会議 

 

４．出席者：委員６人中 ６人出席 

 （会長）沖縄国際大学 経済学部教授 島袋伊津子 

 （委員）大城税理士事務所 所長 大城逸子 

 （委員）株式会社沖縄産業振興センター 事業統括部長 玉那覇正美 

 （委員）株式会社ナノシステムソリューションズ 取締役 稲住仁 

  （委員）双日ロイヤルインフライトケイタリング株式会社 沖縄工場長 大島孝之 

 （委員）ＭＲＯ Ｊａｐａｎ株式会社 総務部総務課長 鈴木隆一 

 

 （事務局）商工労働部企業立地推進課 課長 冨澤正紀 

      商工労働部企業立地推進課 班長 金城寛子 

      商工労働部企業立地推進課 主事 金城優作 

 

 （指定管理者）株式会社沖縄ダイケン 指定管理部主任 當山哲也 

        株式会社沖縄ダイケン 企業立地サポートセンターセンター長 

 伊波海斗 

         

５．検証事項：沖縄国際物流拠点産業集積地域うるま地区内賃貸工場及びうるま地区内

企業立地サポートセンター（令和５年度実績）に係るモニタリングの実

施結果 

 

６．検証内容 

(1) モニタリングは適正に行われているか。 

(2) 指定管理者に対する施設所管課の指導・助言は適切に行われているか。 

(3) 利用者アンケートや苦情に対する指定管理者や施設所管課の対応は適切に行わ

れているか。 

 

７．検証方法 

⑴ 事務局によるモニタリングの実施結果の報告 

⑵ 委員からの質疑・意見 

 

 

 



８．検証結果 

・沖縄国際物流拠点産業集積地域うるま地区内賃貸工場及びうるま地区内企業立地

サポートセンターのモニタリングは適正に行われ、指定管理者に対する施設所管

課の指導・助言、利用者アンケートや苦情に対する指定管理者及び施設所管課の

対応は概ね適切に行われている。 

 

９．主な質疑・意見 

（委員）  収支の赤字要因として、特に委託費と修繕費が主な増額要因であり、

委託費については突発的な調査が増加したとの分析を行っているとこ

ろですが、突発的な調査等がなければ計画通りの支出額であったので

しょうか。 

 指定管理者の取り組みとしては、委託費の支出について優先順位を

つけているのでしょうか。 

 令和４年度の実績と比較しても２割ほど増えておりますが、毎年支

出の増加があると予算計画の意味がないのではないでしょうか。 

 

（事務局） 計画では、300万円の委託費を計上しており、指定管理者の事業計画

の中でも 300万円で収まるような計画になっております。 

実施状況についても、当初から予定していた委託業務に関しては、

300 万円で収まるような実績になっており、そのことを踏まえ、増額の

要因が突発的なもので増えていると分析しております。 

修繕及び委託についても、指定管理者で優先順位をつけて実施して

おります。 

また、今年度は令和５年度の委託費が不足している状況を受けて、

指定管理者に対して委託費の執行状況を踏まえた事業計画の見直し等

を検討させる必要があると認識しております。 

 

（委員）  アンケート結果について、回答率が 65％まで上がってきているが、

今後も 100％を目指して実施していくのでしょうか。 

 

（事務局）  アンケートの回答率については、一定の改善が見られるので昨年度

の取り組みで良い方向に進んでいると捉えております。 

 アンケートが、施設のサービス向上、改善に繋がるものであるとい

う趣旨・目的を入居企業の皆様に今一度、お伝えした上で可能な限り

100％に近い数字を目指して、今後も取り組んでまいりますので、応援

のほどよろしくお願いいたします。 

 

（委員）  アンケート結果の中で、修繕工事中に施工業者の監督不足と思われ

る事案があったとありますが、この事案について教えてください。 

 

（事務局）  当事案については、修繕施工業者が賃貸工場の施設内に修繕完了後、

資材を置き忘れたという内容になります。 

 当事案については、発生後に当課、指定管理者及び施工業者の３者

で面談を実施し、同様の事案がないように現場管理の徹底や再発防止

に向けて取り組んでもらうよう指導・助言を行っております。 



 

（委員）  修繕について、修繕が必要な箇所を順次対応しているのか。それと

も予防保全の方を進めているのか。現在の進捗状況を教えてください。 

 

（事務局）  現在は、雨漏れ等の緊急に対応が必要なものから修繕実施している

状況であります。 

 今年度は予防保全の観点から空調、消防設備の更新を行っていこう

と考えております。 

 また、県の大規模修繕工事で、古い棟から計画的に外壁の塗装等を

行っています。 

 

 

１０．会議の公開状況：公開 

 


